埴生地区意見交換概要

　日時　平成24年7月3日　19：30～

　場所　埴生公民館

　出席　46人

問　定住促進制度は、転入者と市内在住者で助成額に差があり不公平感がある。若い人を呼び込むためには、例えば他市と比べて保育料を安くするなどし、子育て世代に住み良さをアピールすれば良いのではないか。

答　不公平感があるというご指摘もあり、現在、事業効果なども含めた検証作業を行っている。

問　千歩島線の歩道が狭く段差もある。小矢部は車優先の道が多いのではないか。子どもたちが安全に通れる歩道を整備してほしい。

答　千歩島線の歩道は確かに狭いかもしれない。ただ、現状が子どもの安全歩行に全く配慮してないかというとそうではない。これも検証が必要だと思う。

問　タウンミーティングが開かれているが若い人たちはほとんど来ていない。若年層向けのタウンミーティングを開いてほしい。

答　各種団体や若者、女性などから要望があれば実施したい。

問　美術館建設に関して、行政、教育に携わるものの心を一つにして子どもたちの美的感覚を育てていく必要があると思う。

答　報告書では従来型の美術館に固執せずにローコストでなおかつ市民に開かれたものをということなので参考にする。

問　第2千歩島線のサンキュー横の交差点で事故が多い。2車線と1車線の合流で見通しが悪い。小矢部警察署へも陳情したが、市でも改善の働きかけをお願いしたい。

答　当箇所の危険性は認識しているので要望していく。

問　北陸中央病院跡地へ上がる坂道の両サイドの側溝が深く危険なので、早期の改善をお願いしたい。

答　現場を確認したい。

問　市役所の窓口で気持ちの良い案内をしてもらった。以前には見られなかった対応だが。

答　あったか窓口日本一を目指し、「明るく笑顔で親切に」をモットーに指導している。

問　駅の建設については、3案示されたが、ぜひ橋上駅化し南北に自由に行き来できるようにしてほしい。

答　今後3案をパブリックコメントにかける。

問　車庫のシャッターなどにメルギューを描くなどし、大河ドラマ誘致のお手伝いができないかと考えている。デザインを使うときの手続きは。

答　観光振興課で申請できる。商売以外への使用は無料なので、一度担当課へ相談してほしい。

問　学校の帰り道に小石などを蹴りながら帰る子どもが多い。見かけたときは注意しているが、道に石があると危険なので対処してほしい。

答　教育委員会へ伝える。

問　美術館の運営費は年間1千万円以内ということだが、維持費が1千万円以内ということか。

答　報告書では、人件費も含めたランニングコストが年間1千万円を越えないようにということ。

問　平成25年度までは実施は難しいと聞いているが、野端町内の用水路を暗渠にして道路を拡幅してほしい。

答　平成26年度以降にすぐ実施できるかは今の時点では何とも言えない。

問　駅前の駐輪場は、2段式になっているが使いにくく危険。上の段はなくしてはどうか。

答　調べて検討したい。

問　志賀原発の再稼動については、小矢部市から何か意見を言えるのか。また、市としての考えを聞きたい。

答　自治体として意見は言える。また、県などを通じて伝えることもできる。

原発に関しては、もちろん安全が第一。冷やす、止める、閉じ込める、の3つが揃わないと再稼動賛成は厳しい。様々な判断基準があるが、志賀の場合は、止める、冷やすはクリアしていると言われており、閉じ込めるということが論点になってくる。

問　今後、観光客の増加も見込まれるので小矢部福光線の沿道の緑化・美化を検討してほしい。

答　県道なので県へ要望する形になる。

問　駅南整備事業で駐車場の拡充にもっと力を入れてほしい。高岡や金沢へ通勤する者への利便の向上が定住者の増加にも繋がると思う。砺波地区全体としての要望でもあると思う。

答　砺波地域でJR北陸本線の駅は石動駅だけなのでアピールしたい。南砺、砺波からの利用客を増やすには駅南地区の駐車場整備は欠かせない。大体200～250台スペースを確保する。

問　橋上駅に関しては、いつ頃交渉するのか。

答　橋上駅についてはJRとの協議はない。小矢部市が判断することになる。

問　駅南が整備されたことにより、高齢者などが線路に入りかねないのでﾈｯﾄ等設置してほしい。

答　ﾈｯﾄの整備については、現場を確認したい。

問　１％事業で歴史国道の環境整備をした。トイレがあまりないので簡易的なものでもいいのでトイレをつくってほしい。

答　検討したい。
